
  

           新技術調査表（１） 登録番号 2024005 

名  称 CF パネル工法 作成年月日 2025年 2月28日

更新年月日 年 月 日

 副  題 炭素繊維複合成形版の接着による構造物補強技術  開発年月日  2001年 3月 9日

 
 
 分  野 

１共 通 ②道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

道路維持 

トンネル構造物：補強  

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 大成建設㈱ 成和リニューアルワークス㈱ 司産業㈱ 担当部署 
成和リニューアルワークス㈱      

 工事統轄部 技術部 

担当者名 菅野 道昭 ＴＥＬ 03-3568-8560 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 CFパネル工法研究会 担当部署 
成和リニューアルワークス㈱      

 工事統轄部 技術部 

担当者名 菅野 道昭 〒 106-6033 ＴＥＬ 03-3568-8568 

住  所 東京都港区六本木一丁目６－１ ＦＡＸ 03-3568-8567 
 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.cfp-koho.jp/ e-maile info@cfp-koho.jp 

 【概 要】 

 CF パネル工法は、2 枚のセメントボード(厚さ 3 ㎜)の間に樹脂含浸した炭素繊維シート（1 方向 2
層交差貼付）を挟み込み一体化させた炭素繊維複合成形版（CF パネル）を使用し、成形版と既設コ

ンクリート構造物とを充填接着材にて一体化する構造物補強工法である。【図-1】【図-2】【表-1】 
【特 徴】 

１．専用のパネル使用による施工性等の向上 

２．パネルに可撓性があるため部分的な凹凸を有する 

トンネル内面でも適用可能 

３．パネルの接着にセメント系充填材も使用できるため 

湿潤環境下でも施工可能 

４．パネル表面の耐候性が高いためトンネル内面の 

維持管理が容易 

 

 

様式－３ 

【表-1 CF パネルの構成材料の種類と規格】 

【図-1 CF パネルの標準構成】 

【図-2 CF パネル工法による接着面】 

 
アンカー設置時は躯体の健全部まで削孔し設置する 

 

https://www.cfp-koho.jp/
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新技術調査表（２） 
 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ④コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入 コンクリート構造物補強 長寿命化  

開発目標 
（選 択） 

 ①省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ４施工精度向上 ⑤耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー ⑪. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

技 

術 

と 

の 

比 

較 

 従来技術の材料名・工法名：鋼板接着工法 
 １ 工 程【①短縮（30.1％）２同程度 ３増加（  ％）】（ﾌﾟﾗｲﾏｰ工、ｼｰﾙ工等が短縮 ）
 ２ 省 人 化【①向上（57.9％）２同程度 ３低下（  ％）】（施工性向上による作業人員の減少）
 ３ 経 済 性【①向上（52.8％）２同程度 ３低下（  ％）】（材料費、労務費の低減  ）
 ４ 施工管理【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ）
 ５ 安 全 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ）
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（現場作業が軽減     ）
 ７ 環 境【①向 上    ２同程度 ３低下          】 (湿潤環境下でも作業可能 ）
 ８ 汎 用 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（ﾄﾝﾈﾙ内面の部分的凹凸に対応）
 ９ 品 質【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ）
 10  そ の 他（トンネル内面の維持管理が容易                     ）
                                 ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
【施工単価等】半径7mのトンネル覆工内面補強工 200㎡当り 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【表-2 従来技術と新技術の比較表】 

 

【表-4 新技術 CF パネル工法 施工費詳細 200 ㎡当り】 

【表‐3 従来技術 鋼板接着工法 施工費詳細】 東京都建設局積算基準を参考 

【表-５ 新技術①下地処理工】 

【表-8 新技術④端部シール工】 

【表-６ 新技術②プライマー工】 

【表-9 新技術⑤セメント系充填材接着工】 

【表-7  新技術③パネル設置工】 



新技術調査表（３） 

１．専用のパネル使用による施工性等の向上 
新技術のCFパネルは、1枚（標準品：幅1000㎜×長さ2000㎜×厚さ7㎜）の重量が22.8㎏であるため、作業

人員2人での人力作業で運搬・設置が可能である。一方、従来技術の鋼板では、幅と長さが同じサイズで厚
さ4.5mmの場合、重量が70.02㎏となり、運搬・設置に楊重作業が必要となる。これにより施工性が向上する。
作業人員で比較すると、従来技術で270人に対し新技術で113.75人となり、省人化で57.9%向上する。【表-
2】 
工程日数で比較すると、従来技術は34.0日に対し新技術は23.75日となり、30.1%短縮される。【図-3】こ

れは、専用のパネル使用により小さな凹凸の処理が不必要であること、「下地処理工」が短縮できること、
従来技術のエポキシ樹脂系充填材用プライマーに比べ、新技術のセメント系充填材用プライマーは塗布が容
易で養生時間が短くて済むこと、新技術では単位面積当たりのシール延長が短くなることなどによる。 

また、経済性では、52.8%向上する。これは、作業人員の減少に伴う「労務費」と、「材料費」の低減で
ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．パネルに可撓性があるため部分的な凹凸を有する 
トンネル内面でも適用可能 

従来技術は、トンネル内面の形状に合わせて工場で
鋼板の曲げ加工を行い、現地で出来上がった鋼板をそ
のまま設置する。そのため、山間部の地方道などで見
られるトンネル内面の部分的な凹凸や、道路線形の曲
線区間を考慮して鋼板を曲げ加工する必要がある。 

一方、新技術では、CFパネルに柔軟なフレキシブル
ボードを採用していることで、部分的な凹凸や曲線区
間を有するトンネル内面にCFパネルを直接押当ててア
ンカー固定することで設置が可能である。【写真-2】 
 

◎CFパネルの耐荷力の検証 
「設計要領第三集保全編」によると、

繊維シート接着工法による補強は鋼板
接着工法と同等の補強方法として評価
されている。その性能試験である(試験
法734)については、「トンネル施工管理
要領」に定められている。 
新技術のCFパネルで性能試験を実施

した結果、規定荷重時の補強材の変位量
が基準値に対して上回っていることか
ら、耐荷力に問題がないことを確認して
いる。【表-10】 
 
【建設局事業への適用性】 
・トンネルの内面のコンクリート表面における補修・補強 
・表面が劣化したコンクリート構造物の補修・補強 

【図-３ 施工手順と工程日数の比較】 

工程日数で 30.1％の短縮  

【表-10 はく落防止性能評価試験：押し抜き試験】 

(試験法 734 試験による CF パネルの結果) 

【写真-１ CF パネル工法の施工手順】  

【⑥充填材接着工】 

【③パネル設置】 

⑤：単位面積当たりのシール延長が短くなる 

 

【写真-２ パネルの取付例】  

曲率が異なる箇所へ設置 

（下半直線 上半曲面） 
型枠目違いの段差凹凸へ

設置（左側設置済み） 

【①下地処理工】 【②プライマー塗布】 

【④アンカー設置】 【⑤シール工】 

①：小さな凹凸の処理が不要 

 ②：プライマーの塗布が容易で養生時間が短くて済む 



 
新技術調査表（４） 

３．パネルの接着にセメント系充填材を使用できるため 
湿潤環境下でも施工可能 
「設計要領第三集保全編」によると、補強パネルとトンネル

内側コンクリートとの充填材はエポキシ樹脂で、接着強度は、
繊維系補強材と同等である1.5N/㎜2以上と記述されている。 

従来技術の鋼板は表面が平滑のため、コンクリート表面との
接着強度を確保するためにはエポキシ樹脂系充填材のみが適
用される。また、エポキシ樹脂系充填材は、使用時の留意点と
してコンクリート表面の水分除去が必要となるため、表面が乾
燥時に施工する必要がある。 

一方、新技術のCFパネルは表面がセメント板で固着性がよい
ため、セメント系充填材でコンクリート表面との接着強さを確
保することができる。【表-11】また、セメント系充填材は、
表面が湿潤環境下でも施工が可能である。【表-12】 
 
４．パネル表面の耐候性が高いためトンネル内面の維持管理が容易 

従来技術の鋼板は、表面を無対策とすると鉄錆が発生して腐食が進行することで耐久性が低下するた

め、表面に防食塗装等を行う必要がある。このため、鋼板の定期的な防食塗装の塗替えが必要となる。

一方、新技術の CF パネルは、表面に繊維強化セメント板による耐候性のあるフレキシブルボードを

採用しているため、鋼材腐食のような劣化は生じない。これにより、従来技術で必要とする防食塗装の

塗替えが不要となるため、維持管理費が低減する。 
なお、新技術を適用した場合、施工直後と施工後20年経過時でトンネル内面の状況を比較すると、経年に

より表面の変色や苔汚れ等が確認されたものの強度上の懸念に至る状態は確認されていない。【写真-3】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【施工上・使用上の留意点】 
・コンクリート構造物からの漏水に対してはパネルの設置に先行してウレタン止水注入工や導水パイ
プの設置を行う。 

・コンクリート脆弱部のひび割れ、豆板等の劣化部はパネルの設置に先行して断面修復を行う。 
・下地処理後のケレンかすが付着している場合は水洗いを行う。 
・アンカー設置時は既設躯体の健全な部分まで削孔する。 
・パネルの設置割付はパネルが覆工セントルの目地をまたがない配置計画をする。 
・接着充填材注入は、初回注入は高さ20㎝以下、それ以降は70㎝以下を目安で行う. 
・一般的にはセメント系充填材を使用するが、充填材厚さを3㎜とする場合はエポキシ樹脂系充填材を使用
する。 

・充填材にエポキシ樹脂系を使用する場合、引火性があるため消防法に従った貯蔵・取扱いを行う。また、
充填材は高温多湿・直射日光等を避けた冷暗所に保管する。 

・パネル取付けおよび充填接着作業においては、保護メガネ、保護手袋、保護マスク等を着用して、
皮膚につかないように注意する。 

・CFパネルの処分は産業廃棄物となります。 
【参考資料】 
・CFパネル工法 設計・施工技術資料 2023年4月 CFパネル工法研究会 
・道路トンネル維持管理便覧【本体工編】 令和2年版 公益社団法人日本道路協会 
・道路トンネル変状対策マニュアル(案)  平成15年2月 独立行政法人土木研究所 
・設計要領第三集トンネル保全編 平成28年8月 東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、西日本高速道路㈱ 
・トンネル施工管理要領 令和 6年7月 東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、西日本高速道路㈱ 
 

【写真-3 新技術 （CF パネル工法） 施工直後と施工後 20 年経過時の比較】 

〈JSCE-E545 準拠によるセメント系充填材を使用した

CF パネルとコンクリート基盤との引き剥がし試験結果〉 

施工直後(全景) 20 年経過時(全景) 

〈強度上の懸念に至る状態は確認されていない〉 

【表-12 充填材料の概要】 

【表-11 充填材とパネルの接着性能試験：接着強さ試験】 

20 年経過時(詳細写真) 

〈変色・苔汚れ程度〉 



新技術調査表（５） 

実績 

件数 

  東 京 都：   0 件 

  国 土 交 通 省：  27 件 

  その他公共機関：  109 件 

  民 間：   39 件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

  建 設 局：  0  件 

  都市整備局：  0  件 

  港 湾 局：  0  件 

  〇 〇 局：  0  件 

水 道 局：  0 件 

下水道局：  0 件 

交 通 局：  0 件 

 

 特  許    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 

   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 

                      ・証明機関   （          ） 

 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 

 （番号：KT-170060-A〈旧KT-010179〉   登録年月日：2017年10月31日） 

【評価等の内容】 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

都
実
績 

 
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 

 発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

他
実
績 

国交省 中国地方整備局 

鳥取河川国道事務所 

 

国交省 四国地方整備局 

土佐国道事務所 

 

国交省 中国地方整備局 

松江国道事務所 

 

国交省 北海道開発局 

 

国交省 中国地方整備局 

鳥取河川国道事務所 

 

国交省 中国地方整備局 

広島国道事務所 

 

国交省 中国地方整備局 

福山河川国道事務所 

 

国道53号智頭トンネル外補修工事 

 

 

平成27年度土佐管内トンネル補修工事 

 

 

国道５４号三刀屋トンネル外補修工事 

 

 

帯広三の沢トンネル 

 

国道９号湯山トンネル外補修工事 

 

 

吉浦トンネル補修工事 

 

 

国道2号防地トンネル補修工事 

 

 

2016年2月 

 

 

2016年1月 

 

 

2014年12月 

 

 

2013年10月 

 

2013年9月 

 

 

2012年5月 

 

 

2008年6月 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

山口県萩土木建築事務所 

 

 

高知県幡多土木事務所 

 

 

千葉県市原土木事務所 

 

 

愛媛県南予地方建設部 

主要県道山口福栄須佐線高瀬トンネル

（長寿命化メンテ修繕地補）工事 

 

国道439号(大用トンネル）トンネル 

補修工事 

 

道路メンテナンス（トンネル）工事 

(江孫トンネル） 

 

道長第119号の1(一)小倉三間線他  

道路災害防除工事（桜隧道） 

2023年12月 

 

 

2022年9月 

 

 

2022年2月 

 

 

2022年2月 

不明 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

 

 

 


